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登壇 

 

安藤：本日はお時間いただきまして、ありがとうございます。株式会社識学の 2026 年 2 月期の第

2 四半期の決算説明をさせていただきます。 
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はじめに M&A についてということで、前回の決算、前々回の決算等で、今後の弊社の戦略の中で

自社での M&A を強化していくことを謳わせていただきました。ですので、その M&A 事業につい

ての進捗につきまして、今後の決算でも必ず触れさせていただきたいなと思っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790      

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

3 
 

 

改めてですが、どういう会社を M&A していくのかということでございますが、ターゲットとして

製造業を中心に、識学によるバリューアップ、識学の有用性を証明することを目的にやっていきま

す。またこの日本の技術の保護と継承ということをやっていきながら、これまでのハンズオン事業

との違いとしては投資、買収後も保有を継続していくことを一定のルールとしてやっていくことに

よって、連結業績として取り込んでいきます。今期の M&A につきましては、2026 年 2 月期中に 2

社を買収することを目標に、今、取り組んでいます。



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790      

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

4 
 

 

この事業に取り組むにあたってどういうことを目的にしているかですが、改めて申し上げますと今

期からは M&A を中心に据え、M&A 事業によって製造業のバリューアップをしっかり実現してい

くことを目指しています。それ自体が連結業績に寄与していくことと、プラスその事例を通じて、

今までのメイン事業であります組織コンサルのお客様の獲得につなげていくと。こういう相乗効果

をねらった事業展開をしていくことを打ち出しております。 
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その根拠となっているこれまでの実績としては、新生識学ファンドというかたちでやらせていただ

いた中で、1 社目のお客様は製造業のお客様を買収、1 度投資させていただきました。その後、

10.2 億円で売却を実行できたことで、この数年にわたり識学による組織運営をしっかり行ってい

った結果、着実に業績を伸ばすことができたことが証明できている。 

さらにこれまでのコンサルの中で、多く製造業の皆様と向き合っていく中で、しっかりと多くの会

社で業績を上げることができていると。この実績を今後の M&A 事業にしっかり生かしていくこと

をやっていきたいと思っています。 
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主に今打ち出している KPI としては、どれぐらいの会社にアプローチしているかということでご

ざいますが、現在のところまでいいますと意向表明で 3 社でございまして、まだ投資実行は 0 社で

すけれども、順調に母数のほうの積上げができておりますので、そんなに焦ってやるわけではな

く、しっかりと弊社の中で決めた投資ルールに基づいて、今期中に 2 社の投資実行ができるよう

に、着実に母数を稼ぐことをやってまいりたいなと思っております。 
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続いて、決算の概要でございます。 
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2Q の一番のトピックスは、新生識学ファンドの売却によって、売上が 10 億円強、そして営業利

益が 8.2 億円を計上できたことが、一つの大きなトピックスでございます。 

一方で組織コンサルティング事業、メインの事業に関しましては伸び悩みというところでございま

して、売上が対前年を少し下回る状況になっております。スポーツエンタテインメント事業はこの

ような数字になっている状況でございます。 
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説明のところで、組織コンサルティング事業は全く利益が出ていないじゃないかというところなの

ですが、実は内部取引等がございまして、組織コンサルティング事業としてはおおむね想定どおり

に利益が出ているところでございます。内部取引でスポーツエンタテインメント事業のほうに売上

がちょっと置き換わっている状況がございまして、こういう数字になっていることをご理解いただ

ければなと思います。 
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連結の損益計算書でございまして、売上、営業利益はファンドの事業売却により過去最高となって

おります。 
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セグメント別でございますが、やはり特筆すべきところはファンドでございます。ただ組織コンサ

ルティング事業のほうにつきましては、2Q 単体ではほぼ横ばいということ、スポーツエンタテイ

ンメントは少し伸びているんですけれども、横ばいになっているということでございます。ですの

で、ここに対しては一定のテコ入れが必要になってくるということでございます。 

後述いたしますけれども、受注に関しましては回復傾向が見られてきておりますので、3Q、4Q に

つきましては、もう少し上の水準で推移できるのではないかと思っております。 
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セグメント別の利益をもとに戻したときの営業利益は、こうなるということでございます。この数

字を見ていただければと思います。 

 

売上高、営業利益の推移でございます。 
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少し、何度も言いますけれども低調で伸び悩んでいる状況ではございますが、回復傾向にある状況

でございます。 

 

プラットフォームサービスにつきましても横ばいなのですが、これは全てマネジメントコンサルテ

ィングサービスの受注実績が影響している状況でございます。 
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そういった意味ではこの受注実績は見ていただいたら分かりますとおり、今期前半の数字につきま

してはやはり前期の下期、3Q、4Q の受注に大きく影響を受けております。その中でいうと 1Q、

2Q はしっかり数字を獲得することができ始めていると。 

3Q、足元のところも割と順調に推移しています。 

PL のほうもこれは大体 6 億 8,000 万円水準ということは、月平均 2 億 2,000 万円から 3,000 万円

となりますので、今プラットフォームのほうが 1.8 億円でございますから、大体 4.1～4.2 億円ぐら

いの月売上水準まで戻ってきていますので。しっかり収益を稼げる状態には戻ってきていますの

で、3Q、4Q、しっかり回復していきたいなと思っています。 
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ファンドにつきましては、1 号、2 号については特に大きな進捗はないところでございまして、

IPO に向けて各社の支援を継続していく状況です。 

 

新進気鋭スタートアップに関しましても、こちらも投資を実行はしているものの、まだ IPO には

いっていませんので、しっかりと支援をしてまいるところでございます。 
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こちらのほうは 1 社売却ということで、その他 2 社につきましても引き続き支援をしていくという

ことでございます。 
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重要 KPI でございます。コンサルタントの人数でございますが、採用のほうは計画どおり進んで

いっているということで、この数字にプラスして候補の 3 名を採用済み。そして未来の採用につき

ましては、今期は現時点の計画の 10 数名につきましては採用が完了しているので、あとは入社を

待つのみということで、少し前倒しで採用を進めていっている状況でございます。 

この数字だけを見ると大きく退職が出ているじゃないかと、少し心配のお声もいただいておりまし

たのが、実はこのコンサルタント人数は業務に専任している人間の集計でございまして。業務を兼

任しているその他の 15 名をここにカウントしていないことで、もちろん退職もゼロではないんで

すけれども、業務がいろいろ多岐にわたっていく中で、コンサルタント業務専任じゃない人間の比

率も増えていることで、そういった人間が 15 名、社内にいるということでございますので。 

特に前期ぐらいから、そんなに大きく離職も出ていない状況でございますので、しっかりこのコン

サルタントの人数につきましても、積み上げていくことができていることでご理解いただければと

思います。 
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累計契約社数はこの数字のとおりになっておりまして、今期中の 5,000 社の達成をしていきたいな

と思っております。 

 

株主優待についてはいったんこのような状況で、引き続き行ってまいるということでございます。 
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以上です。  
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質疑応答 

 

司会 [M]：それでは、ここから質疑応答の時間といたします。ご質問がある方は、手を挙げるボタ

ンを押してお待ちください。こちらから順番にミュートの解除依頼をいたしますので、依頼が画面

に表示された方は解除してからお話しください。また、ご質問の際は会社名とお名前を先におっし

ゃっていただいてから、ご質問いただきますようお願いいたします。 

質問のある方はいらっしゃいますでしょうか。いらっしゃらないようなので、質疑応答を締め切り

ます。 

それでは以上にて、2026 年 2 月期第 2 四半期、ウェブ決算説明会を終了いたします。なお、弊社

では積極的に 1on1 ミーティングを実施させていただいております。今後の[音声不明瞭]何とぞよ

ろしくお願いいたします。 

本日はご参加、誠にありがとうございました 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 

2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 
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